
 

※参加申込書は裏面です。 

令和６年11月 

関 係 各 位 

公益財団法人原子力安全研究協会 
 

令和６年度 第２回鳥取県原子力防災専門研修 

開催について（ご案内） 

 

１．はじめに 

原子力防災専門研修は、原子力に関する知識の習得、原子力防災・安全対策に関

する説明能力の向上及び原子力発電所プラントの状況等の知識を習得することを目

的として実施いたします。 

なお、本研修は鳥取県との委託契約に基づき、公益財団法人原子力安全研究協会

が実施いたします。 

 

２．日時 

令和6年12月12日（木） 14:30～16:30（開場14:00） 

 

３．会場 

国際ファミリープラザ 3階会議室B（鳥取県米子市加茂町2丁目180番地） 

・JR山陰本線米子駅より徒歩7分 

・駐車場の数に限りがございますので、可能な限り

公共交通機関でお越しください。 

 

※Web会議システム（Cisco Webex）を用いたライブ

配信を行います。参加にあたってはご自身で参加

環境（安定したインターネット回線、PC、Webカメ

ラ、マイク等）をご用意ください。Web会議システ

ムにかかる費用負担はございませんが、通信料は

各自でのご負担となります。ライブ配信で受講さ

れる方には、申込締切後にいただいたメールアド

レスへ受講案内をお送りします。 

 

 

４．対象者・募集人員 

（１）対象者 

原子力行政を担う関係自治体の職員及び防災関係機関の職員等、鳥取県民 

（２）募集人員 

会場30名程度、ライブ配信20名程度（先着順） 

 

５.申し込み方法（参加費無料） 

  参加申込書に必要事項を記入の上、FAXまたはE-mailにて、令和6年12月2日（月)

までに６．問い合わせ先・参加申し込み先までご送付下さい。 

  



 

６．問い合わせ先・参加申し込み先 

  （公財）原子力安全研究協会 放射線災害医療研究所 平嶋 

TEL：03-5470-1982、FAX：03-6809-2270、E-mail:iryo-bousai02@nsra.or.jp 

 

７．プログラム（予定） 

時間 分 項目 内容 

14:30～14:35 
5 開会 

・開会挨拶 

・事務連絡 

14:35～16:15 

100 

講義「地域防災学」 

講師：甲斐 英二 

（原子力安全研究協会） 

・緊急時の防護措置と判断基準 

・防護措置実施の包括的判断基準 

・運用上の介入レベル（OIL）等 

・EAL（AL、SE、GE）の各判断基準

の詳細 他 

16:15～16:25 
10 質疑応答 

・質疑応答 

・アンケートの記入 

16:25～16:30 5 閉会 ・閉会挨拶 

 

 

参加申込書 
 

１．いずれかに☑をしてください。 

  □ 会場での参加を希望する。 

  □ ライブ配信での参加を希望する。（ライブ配信で参加する環境が用意できる） 

 

２．必要事項を記入してください。 

参加者情報 

ふ り が な  

氏 名  

所属機関名  

部 署 名  役 職 名  

所 在 地 

〒 

電 話 番 号  

受講決定送付先 E - M a i l  FAX番号  

〇同組織で複数名のお申込みがある場合は、本紙を複写の上、ご記入いただきますようお願いいたしま

す。 

〇必要事項をご記入のうえ、本紙を申込先までお送りください。（令和6年12月2日（月）〆切） 

〇いただいた個人情報は当研修会の受付にのみ使用します。 

【申込先】 

（公財）原子力安全研究協会 平嶋宛 

FAX:03-6809-2270 

Mail: iryo-bousai02@nsra.or.jp 


